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合の推定量との誤差評価を行った。同様の問題が 2006 年の Cano 氏、Kessler 氏、Salmeron 氏の論文で考えられて
いる。しかし、その論文ではパラメータ・チューニングが不十分であり、また仮定がデータに依存するという問題点
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 高次元確率変数の結合密度関数を数値シミュレーションするにあたって、理論上、有力な方法として、Malliavin









また仮定がデータに依存するという問題点があったが、安田和弘君は Kohatsu-Higa 准教授及び Vayatis 氏との共同
の仕事で、その誤差が観測データ数の２乗根の逆数のオーダーであり、ベイズ推定量は真の値に同じオーダーで収束
することを示した。 
 これらの業績は顕著なものであり、博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
